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医療法等の一部を改正する法律が、平成 29年 6月 7日衆

議院本会議において可決、6月 14日付に公布されました。

改正の主な内容は、「医療法」、「臨床検査技師等に関

する法律」、「良質な医療を提供する体制の確立を図る

ための医療法等の一部を改正する法律」の各法について

改正が行われ、公布の日から起算して１年を超えない範

囲内において政令で定める日から施行するものと定めら

れました。

従来、医療機関内における検体検査の精度の確保に関し

ては、法律上の規定がありませんでした。安全で適切な

医療提供の確保を推進するため、本改正によって、品

質・精度の基準が医療法上に明記されることとなりまし

た。検体検査に関する対応については、医療法に根拠規

定を新設すること、及び検査委託者の適合基準の明確化

が方針として示されています。

本セミナーでは、法改正によってますます業務の煩雑化

が予想されるなかで、日々行われる単純作業やルーティ

ンワークから開放し、無駄な時間を最大限に圧縮させる

ことが可能となる弊社の支援ツール【LEAP】と

【DocNet】というシステムサービスについてご紹介をさ

せていただきます。

＊【LEAP」】は、ISO15189の認定や病院機能評価などの

取得および臨床検査室の QMSの構築・管理を支援します。

＊【DocNet】は、文書管理 や 記録・台帳管理のサポー

トを行なうシステムです。
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